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○栗東芸術文化会館の管理及び運営に関する規則 

平成１７年９月２９日 

教委規則第５号 

栗東市芸術文化会館管理規則（平成１０年栗東町教育委員会規則第５２号）の全部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この規則は、栗東芸術文化会館の設置及び管理に関する条例（平成１０年栗東町条例第３２号。

以下「条例」という。）第２４条の規定に基づき、栗東芸術文化会館（以下「芸術文化会館」という。）

の管理に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（指定管理の手続） 

第２条 条例第５条第１項の規定による申請は、栗東芸術文化会館指定管理者指定申請書（別記様式第

１号）により、市長が定める期間内に行わなければならない。 

２ 条例第５条第１項の規則で定める書類は、次のとおりとする。 

（１） 年間事業計画書 

（２） 年間収支予算書 

（３） 定款等及び登記簿謄本（法人以外の団体にあっては、これらに相当する書類） 

（４） 役員及び業務に従事するものの名簿及び履歴書 

（５） 当該法人その他の団体の過去２年間の活動実績の概要を記載した書類 

（６） 当該法人その他の団体の過去２年間の事業収支を記載した書類 

（７） 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

３ 前項第１号の年間事業計画書には、次に掲げる事項を記載しなければならない。 

（１） 経営方針又は運営規則 

（２） 年間事業計画及び職員の体制 

（３） 施設の運営及び維持管理に係る計画 

（４） 個人情報の保護に関して必要な事項 

（５） 災害、事故その他の緊急事態が発生した場合の対応 

（６） 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

（協定） 

第３条 条例第６条の協定には、次に掲げる事項を定めるものとする。 

（１） 前条第２項第１号の年間事業計画書に記載された事項 

（２） 委託費の額並びに支払い時期及び方法 

（３） 施設内の物品の所有権の帰属 

（４） 危険負担 

（５） 指定管理者の指定解除に係る手続き 

（６） 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 
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（事業報告書） 

第４条 条例第１３条の事業報告書は、事業報告書（別記様式第２号）によるものとする。 

２ 指定管理者は、事業報告書に次に掲げる事項を記載し、毎年４月３０日までに市長に提出しなけれ

ばならない。 

（１） 業務の実施状況 

（２） 施設の利用状況 

（３） 利用料金収入の実績 

（４） 管理経費等の収支状況 

（５） 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

（再委託の禁止） 

第５条 指定管理者は、管理業務を第三者に再委託してはならない。ただし、施設の管理に付随する個

別の業務については、この限りではない。 

（指示） 

第６条 指定管理者は、芸術文化会館の施設及び設備の保全、芸術文化会館内の秩序維持その他管理上

必要があると認めるときは、入館者に対し必要な指示をすることができる。 

（入館の制限） 

第７条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する者に対し、入館を拒否し、又は退館させること

ができる。 

（１） 芸術文化会館内の秩序を乱し、又は乱すおそれのある者 

（２） 芸術文化会館の施設又は設備を損傷するおそれのある者 

（３） その他指定管理者の指示に従わない者 

（入館者の遵守事項） 

第８条 芸術文化会館の入館者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

（１） 芸術文化会館の施設又は設備を損傷しないこと。 

（２） 他の入館者に危害又は迷惑を及ぼす行為をしないこと。 

（３） あらかじめ指定管理者の承認を受けた場合を除き、物品の販売、飲食物の提供又はポスター

等の貼付を行わないこと。 

（４） 所定の場所以外では、喫煙、飲食又は火気の使用をしないこと。 

（５） その他指定管理者が指示する事項 

（施設の使用） 

第９条 条例第１７条の利用申請書は、栗東芸術文化会館利用許可申請書（別記様式第３号）によるも

のとし、その他の書類の様式は、指定管理者が別に定める。 

２ 利用者は、次の各号に掲げる芸術文化会館の施設、付帯設備及び備品等（以下「施設等」という。）

の区分に応じ、前項の利用申請書を、それぞれ当該各号に定める期間内に提出しなければならない。
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ただし、国、地方公共団体若しくはこれらの機関及び指定管理者が特別の理由があると認めた場合は、

この限りでない。 

（１） ホール及び展示室並びにこれらと同時に利用する施設等は、利用しようとする日（以下「利

用日」という。）の１２月前の月の初日から利用日の３週間前の同日まで 

（２） その他の施設等は、利用日の３月前の月の初日から利用日の前日まで 

３ 前項の規定を適用する場合において、施設等を連続して引き続き利用するときは、その利用の最初

の日を利用日とする。 

４ 指定管理者は、利用を許可するときは、利用許可書を申請者に交付するものとする。 

（連続利用期間） 

第１０条 芸術文化会館の施設等を連続して利用することができる期間は、次の各号に掲げる施設等の

区分に応じ、それぞれ当該各号に定める期間（休館日を含む。）とする。 

（１） ホール １０日 

（２） 展示室 １４日 

（３） その他の施設 ７日 

２ 前項各号に規定する施設等を同時に利用する場合の連続使用期間は、当該各号に定める期間とする。 

３ 指定管理者は、必要があると認めるときは、第１項の期間を変更することができる。 

（利用者の遵守事項） 

第１１条 利用許可書の交付を受けた者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

（１） 利用の権利を他人に譲渡し、又は転貸しないこと。 

（２） 収容人員を超えて入場させないこと。 

（３） 入場者の安全確保の措置を講ずること。 

（４） 火災、盗難の予防等に留意し、利用する施設における秩序を維持すること。 

（５） あらかじめ指定管理者の承認を受けた場合を除き、芸術文化会館の施設又は設備に変更を加

え、又は特別の設備を設けないこと。 

（６） 指定管理者の許可を受けていない施設又は設備を利用しないこと。 

（７） 定められた場所以外において喫煙し、又は飲食し、若しくは火気を使用しないこと。 

（８） あらかじめ指定管理者の承認を受けた場合を除き、寄附金の募集、物品の展示・販売、飲食

物の提供又はポスター等の貼付を行わないこと。 

（９） その他芸術文化会館の管理上不適当と認められる行為をしないこと。 

（利用内容の変更） 

第１２条 利用者は、許可を受けた施設の利用内容を変更しようとするときは、利用日の７日前（ホー

ル、楽屋及び展示室にあっては、１月前）までに利用変更申請書を指定管理者に提出し、その許可を

受けなければならない。 

（許可の取下げ等） 
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第１３条 利用者は、許可を受けた施設の利用を取り消そうとするときは、利用日の７日前（ホール、

楽屋及び展示室にあっては、１月前）までに利用取消届に利用許可書を添えて指定管理者に提出しな

ければならない。 

（利用打合せ） 

第１４条 利用者は、施設等の利用方法及び必要な事項について、原則として利用日の１月前までに指

定管理者の担当職員（以下「係員」という。）と打合せをしなければならない。 

（破損等の届出） 

第１５条 利用者は、施設等を汚損し、若しくは破損し、又は滅失させたときは、直ちにその旨を指定

管理者に届け出て、その指示に従わなければならない。 

（係員の立入り） 

第１６条 指定管理者は、芸術文化会館の管理上必要があると認めるときは、係員を利用中の施設に立

ち入らせることがある。この場合において、利用者は、正当な理由がないときは、これを拒んではな

らない。 

（受付時間） 

第１７条 この規則による利用申請書その他の書類の受付は、開館日の午前９時から午後７時まで行う

ものとする。 

（その他） 

第１８条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、指定管理者が栗東市教育委員会教育長の承認

を得て、別に定める。 

附 則 

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。ただし、第２条の規定は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１８年８月２４日教委規則第９号） 

この規則は、平成１８年１１月１日から施行する。 

附 則（平成２０年１０月３１日教委規則第９号） 

この規則は、平成２０年１２月１日から施行する。 
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別記様式第１号（第２条関係） 

様式第２号（第４条関係） 

 


